
住まい支援マッチングフロー

福祉関係
（社協・包括等）

市役所
（住まい支援課）

協力不動産会社 4.物件検討 5.市へ回答 ８.協議・契約

相談者 ７.物件選択 ８.協議・契約

【運用方法】
① 相談受付
福祉窓口（社協・包括・民生委員・ヘルパー等）や市窓口がシートで聞き取り
② 集約・PDF化
事務局（市住まい支援課）が窓口となり住まい支援シートを集約、IDを付与しPDF化
③ 一斉送信
登録した協力不動産事業者へメーリングリストで一斉送信（回答期限の目安を明記）
※ケースに応じて契約金・保証会社の要否・審査条件等の諸条件も提示
④〜⑤ 物件検討・回答
事業者が物件を検討し、事務局（市住まい支援課）へメール返信（不動産情報）

⑥～⑦ 物件選択
複数候補から相談者が選択
⑧ 契約プロセス
選択した事業者と本人が直接やり取り（内見・条件調整・契約）
⑨ 結果報告
契約の可否・不成立理由を市へ報告（共通様式）


